
資料６ 

As of July 24, 2018 

持続可能な社会推進室 

1 
 

AAAS Annual Meeting 2019 の展示ブース企画（案） 

 

 下記のとおり弊機構では 2019 年の AAAS 年次総会にてブース展示を企画しています。

展示ブースは、弊機構の事業の成果だけでなく、SDGs の達成に向けた日本の具体的な取り

組みを STI for SDGs roadmaps と併せて紹介し、STI for SDGs roadmaps の相違点を議

論するとともに、今後の国際共同研究の契機として活用できればと考えています。各機関・

組織からの取り組み紹介にご協力くださいますようお願いいたします。 

 

1. 開催期間：2019 年 2 月 14 日～17 日 

2. 開催場所：Marriot Wardman Park1 and Omni Shoreham Hotel2, ワシントン D.C. 

3. 展示名（案）： Japan’s practices on STI for implementing the SDGs   

4. 展示内容（案）： 

① 展示の目的：ワシントン DC は在外公館の科学技術アタッシェも多く、国外の関係

者に「日本の STI for SDGs の取り組み」を紹介し、AAAS 年次総会に参加してい

る科学者や科学機関の関係者に対して STI for SDGs への関心を高め、分野や組織

を超えた国際連携や国連 STI forum 等での協力へつなげていく。 

② 展示内容案：国内の複数機関（JAXA, JAMSTEC, JSPS WPI 等）より STI for 

SDGs に関する事例を画像またはパンフ等で展示し、活動概要を紹介。 

★ポスター展示だけでは集客力が弱いため、実際の衛生データ等のシミュレーショ

ンや SATREPS の映像等を iPad 等で流して説明することを奨励。 

③ ブースの広さ：2 ブース分で 10’x20’（10’x10’ increment／ブース）★JST にて

仮予約済み（場所は別紙１を参照） 

④ 展示ブースのレイアウト：壁一面に紹介する事例の写真・ロゴ等を掲載し、各機関

の持ち込みのパンフレットやデータ等で個別に説明。（別紙２参照） 

⑤ 展示ブースの設備：受付カウンター１つ（中央）、カウンター2 つ、パンフレット

等のラック１つ（６種類のパンフ等を設置可能）、電源タブ２つ（最大 XX kW）、

                                                      
1 Marriot Wardman Park Hotel 住所：2660 Woodley Rd NW, Washington, DC 20008, USA 

2 Omni Shoreham Hotel 住所：2500 Calvert St NW, Washington, DC 20008, USA 



資料６ 

As of July 24, 2018 

持続可能な社会推進室 

2 
 

モニター1 台【要検討】★追加等は原則なし。 

⑥ 展示機関の負担：展示物の作成から持ち込み、現地での設営から説明対応、参加費

（展示ブースのみは全体で 10 名まで無料）および説明者の旅費、壁紙へのデータ

提供と確認等を想定。 

★JST 負担：AAAS 事務局との調整、ブース出展料およびブースの基本設備、壁紙

のデータ調整他（概算で約 200 万円） 

5. 今後の予定案： 

～8 月下旬  出展への参加の可否〆切 

9 月～  出展者登録およびホテル予約開始 

～11 月末  壁紙データ作成に向けた素材提供（ロゴ、写真等） 

12 月  展示ブースキットの申し込み、および壁紙データの校正 

～1 月上旬  参加申込およびホテル予約締切 

1 月中旬  出展者の事前打合せ（仮） 

2 月上旬  荷物の発送（出展者が個別に対応） 

2 月 13 日午前 現地入り 

2 月 13 日午後 現地にて設営 

2 月 14 日～17 日 展示対応 

2 月 17 日  展示物の撤収 

6. 問い合わせ先 

JST 持続可能な社会推進室 担当：山田、植田、今林 

以上 
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（別紙１）AAAS 2019 Annual Meeting Exhibit Layout 

 
※左欄に売却済みのブース番号が記載されている。 

 

Japan’s Practices on STI for SDGs の展示スペース 

 
 

仮予約 



資料６ 

As of July 24, 2018 

持続可能な社会推進室 

4 
 

（別紙２）展示ブースのイメージ案 

※2018 年の展示ブースキットより 

 
上記は、現地で設置し片付けまで含まれたパッケージ。上記に電気、パンフレット用のラッ

クや椅子を追加することを想定。 

 

以上 
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参考１：AAAS 年次総会について 

 米国の非営利団体 AAAS が開催。科学、教育、政策などの関係者が集まり科学と社

会について議論する場。 

 他分野の専門家との交流、政策立案者やｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄを通じて社会への発信も主目的。 

 第 1 回は 1848 年に開催。AAAS2019 で第 185 回目。非常に歴史のある会議。 

※ 各科学フォーラムの開始年：アゴラ 2006 年、ESOF2004 年 

 プログラム内容は Rush D Holt CEO ではなく、President に一任される。 

 

参考２：AAAS2019 年開催テーマ：” Science Transcending Boundaries”3 

How can science help address the many divisions in our communities, in global society, 

and in science itself? Science plays a unique and important role in how people see and 

understand the world, and how lines and distinctions are drawn. At this Annual Meeting, 

we look for ways science is bringing together people, ideas, and solutions from across real 

and artificial borders, disciplines, sectors, ideologies, and traditions.  

How can science working across boundaries improve its ability to find solutions to the 

pressing problems of our age? How can scientists, wherever they work, more effectively 

engage with the broader society? How can we find better ways to engage the public, 

especially in expanding access to science and scientific careers? At the international level, 

science diplomacy builds bridges between countries. How can we encourage more of this, 

and utilize science as a common ground more locally as well? Can science contribute 

information that might reduce or mitigate the starkly divergent interests of different 

populations and demographics, such as urban and rural communities? What boundaries 

most impede your research or your career?  

While acknowledging that some boundaries are useful and necessary, the meeting theme 

considers how research can be applied to problematic separations in the world, and how 

unhelpful boundaries within science are being addressed. 

 

以上 

                                                      
3 Meeting Theme: http://meetings.aaas.org/program/meeting-theme/ 


